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デジタル腹診計を用いたアトピー 性皮膚炎における

胸脇苦満の数値的評価と柴胡剤による治療に伴う変化
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［目的］

我 々 は新規開発の デ ジタル 腹診計 （digital　abdominal 　diagnometer：DAD ）を用い て漢方的腹

診の 数値化を試み、胸脇苦満（季肋部の 強い 緊張ない し抵抗）も数値的に解析する こ とがで き、

ア トピー性皮膚炎（atopic 　dermatitis：AD ）患者にお い て は全例が胸脇苦満あ りと判定さ れ、

そのうち3名につ い て は柴胡剤の 治療効果に伴う変化も観察し得たの で報告する。

匚対象および方法］

山口大学医学部附属病院 、 宇部市尾中病院、福岡大学病院の 漢方外来を受診 した ア トピー性

皮膚炎の患者9名につ き、右季肋部 の胸脇苦満を手に よ っ て観察 、 また デ ジ タ ル腹診計に て

測定 し、従来の デ
ー

タとの比較を行 っ た 。 デ ジタル 腹診計は指先を季肋部に潜 り込ませる要

領で 、機器の先端部プ ロ
ー

ブを右乳頭と臍を結んだ線が肋骨弓と交わ る部分の腹部側に当て、

患者の呼気に 合わせ て プ ロ ーブ が 2cm 沈ん だ時の 圧を記録した 。 うち3名につ い て は柴胡剤

を用い た際の 胸脇苦満の変化も観察 した 。

［結果1

新規開発の デジタル腹診計（digital　abdominal 　diagnonleter：DAD ）を用い た場合、胸脇苦満の

有無 は宮本の 基準に よれ ば 1500g（寺師の 基準で は 1300g）を閾値 とする こ とが で き、さらに

2000g以上の場合は強い 胸脇苦満あり、と判定された 。 3名の AD 患者につ い て は荊芥連翹湯、

加味逍遥散 、 柴苓湯 を 用 い た際の 症状所見の 改善に伴い 、季肋部の 圧 の 低下が認め られた。

［考察］

AD に お い て は胸脇苦満が強 い 例 が 多く、これは AD が 1曼性肝炎などと類似の慢性炎症性疾患

で ある こ と を考えれ ば理解 しやすい
。 AD に は さまざまの 種類の漢方処方が用 い られるが、

胸脇苦満は柴胡剤適応の
一

つ の 指標で あり、柴胡剤を用い る こ とで 症状所見の 改善に伴う胸

脇苦満の低減が認め られ たこ とは、AD の 治療に柴胡剤が有効である場合があり、それは本

DAD を用い る こ とで 、胸脇苦満の 数値的変化として把握する こ とが可能であるだけで なく、

治療効果の判定も可能である こ とを示唆する もの で ある 。
こ の こ とか ら、本機器は漢方診断

に おける腹証 の EBM 化にも寄与しうる こ とが示唆された。
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